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『
教
行
信
証
』
か
ら
「
他
力
」
と
い
う
言
葉
を
抽
出
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
文
は
明
朝
体
、
親
鸞
御
自
釈
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
、
他
力
は
赤
字
と
す
る
）

　
●
「
他
力　
１
」　　
一
六
八
頁

他
の
勝
徳
を
破
す
。四
つ
に
は
、顛
倒
の
善
果
よ
く
梵
行
を
壊
す
。五
つ
に
は
、た
だ
こ
れ
自
力
に
し
て
他
力
の
持
つ
な
し
。

こ
れ
等
の
ご
と
き
の
事
、目
に
触
る
る
に
み
な
是
な
り
。
た
と
え
ば
、陸
路
の
歩
行
は
す
な
わ
ち
苦
し
き
が
ご
と
し
。「
易

行
道
」
は
、
い
わ
く
、
た
だ
信
仏
の
因
縁
を
も
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
。
仏
願
力
に
乗
じ
て
、
す
な
わ
ち
か
の

清
浄
の
土
に
往
生
を
得
し
む
。
仏
力
住
持
し
て
、
す
な
わ
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
。
正
定
は
す
な
わ
ち
こ
れ
阿
毘
跋

致
な
り
。

●
「
他
力　
２
」　　
一
九
〇
頁

　
こ
こ
を
も
っ
て
『
論
註
』
に
曰
わ
く
、「
か
の
安
楽
国
土
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
正
覚
浄
華
の
化
生
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら

ざ
る
こ
と
な
し
。
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
な
き
が
ゆ
え
に
」
と
の
た
ま
え
り
。
已
上

　
し
か
れ
ば
真
実
の
行
信
を
獲
れ
ば
、
心
に
歓
喜
多
き
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
「
歓

喜
地
」
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
初
果
に
喩
う
る
こ
と
は
、
初
果
の
聖
者
、
な
お
睡

眠
し
懶
堕
な
れ
ど
も
、
二
十
九
有
に
至
ら
ず
。
い
か
に
い
わ
ん
や
、
十
方
群
生

海
、
こ
の
行
信
に
帰
命
す
れ
ば
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
。
か
る
が
ゆ
え
に
阿

弥
陀
仏
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
る
と
。
こ
れ
を
他
力
と
曰
う
。



4

●
「
他
力　
３
」　　
一
九
三
頁

　
ま
た
云
わ
く
、も
し
久
行
の
人
の
念
は
、多
く
こ
れ
に
依
る
べ
し
。
も
し
始
行
の
人
の
念
は
、数
を
記
す
る
、ま
た
好
し
。

こ
れ
ま
た
聖
教
に
依
る
な
り
、
と
。
已
上

　
こ
れ
す
な
わ
ち
真
実
の
行
を
顕
す
明
証
な
り
。
誠
に
知
り
ぬ
。
選
択
摂
取

の
本
願
、
超
世
希
有
の
勝
行
、
円
融
真
妙
の
正
法
、
至
極
無
碍
の
大
行
な
り
。

知
る
べ
し
と
。

　
他
力
と
言
う
は
、
如
来
の
本
願
力
な
り
。

（
論
註
）
に
曰
わ
く
、「
本
願
力
」
と
言
う
は
、
大
菩
薩
、
法
身
の
中
に
し
て
常
に
三
昧
に
ま
し
ま
し
て
、
種
種
の
身
・

種
種
の
通
・
種
種
の
説
法
を
現
じ
た
ま
う
こ
と
を
示
す
。
み
な
本
願
力
よ
り
起
こ
る
を
も
っ
て
な
り
。
た
と
え
ば
阿
修

羅
の
琴
の
鼓
す
る
者
な
し
と
い
え
ど
も
、
音
曲
自
然
な
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
を
教
化
地
の
第
五
の
功
徳
相
と
名
づ
く
。

●
「
他
力　
４
」　　
一
九
五
頁

　
願
に
言
わ
く
、「
設
い
我
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
我
が
国
に
来
生
し
て
、
究
竟
し
て

必
ず
一
生
補
処
に
至
ら
し
め
ん
。
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
え
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
、
徳
本
を

積
累
し
、
一
切
を
度
脱
し
て
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
、
菩
薩
の
行
を
修
し
て
、
十
方
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の

衆
生
を
開
化
し
て
、
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
を
現
前
し
、
普
賢
の
徳

を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。
仏
願
力
に
縁
る
が
ゆ
え
に
、
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現

前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
常
倫
に
超
出
し
諸
地
の
行
現
前
す
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
こ
の
ゆ
え
に
速
や
か
な
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る
こ
と
を
得
る
、
三
つ
の
証
な
り
。
こ
れ
を
も
っ
て
他
力
を
推
す
る
に
増
上
縁
と
す
、
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。

　
　
一
九
六
頁

　
当
に
ま
た
例
を
引
き
て
、
自
力
・
他
力
の
相
を
示
す
べ
し
。
人
、
三
塗
を
畏
る
る
が
ゆ
え
に
、
禁
戒
を
受
持
す
。
禁

戒
を
受
持
す
る
が
ゆ
え
に
、よ
く
禅
定
を
修
す
。
禅
定
を
修
す
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、神
通
を
修
習
す
。
神
通
を
も
っ

て
の
ゆ
え
に
、
よ
く
四
天
下
に
遊
ぶ
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
等
を
名
づ
け
て
自
力
と
す
。
ま
た
、
劣
夫
の
、
驢
に

跨
り
て
上
ら
ざ
れ
ど
も
、
転
輪
王
の
行
く
に
従
え
ば
、
す
な
わ
ち
虚
空
に
乗
じ
て
四
天
下
に
遊
ぶ
に
障
碍
す
る
と
こ
ろ

な
き
が
ご
と
し
。か
く
の
ご
と
き
等
を
名
づ
け
て
他
力
と
す
。愚
か
な
る
か
な
、後
の
学
者
、他
力
の
乗
ず
べ
き
を
聞
き
て
、

当
に
信
心
を
生
ず
べ
し
。
自
ら
局
分
す
る
こ
と
な
か
れ
、
と
な
り
。
已
上

　
（
観
経
義
疏
）
元
照
律
師
の
云
わ
く
、
あ
る
い
は
こ
の
方
に
し
て
惑
を
破
し
真
を
証
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
自
力
を
運
ぶ

が
ゆ
え
に
、
大
小
の
諸
経
に
談
ず
。
あ
る
い
は
他
方
に
往
き
て
法
を
聞
き
道
を
悟
る
は
、
須
ら
く
他
力
を
憑
む
べ
き
が

ゆ
え
に
、
往
生
浄
土
を
説
く
。
彼
・
此
異
な
り
と
い
え
ど
も
、
方
便
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
自
心
を
悟
ら
し
め
ん
と

な
り
、
と
。
已
上

●
「
他
力　
５
」　　
一
九
九
頁

し
か
る
に
教
に
つ
い
て
、
念
仏
・
諸
善
、
比
校
対
論
す
る
に
、
難
易
対
、

頓
漸
対
、
横
竪
対
、
超
渉
対
、
順
逆
対
、
大
小
対
、
多
少
対
、
勝
劣
対
、

親
疎
対
、
近
遠
対
、
深
浅
対
、
強
弱
対
、
重
軽
対
、
広
狭
対
、
純
雑
対
、

俓
迂
対
、
捷
遅
対
、
通
別
対
、
不
退
退
対
、
直
弁
因
明
対
、
名
号
定
散
対
、
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理
尽
非
理
尽
対
、
勧
無
勧
対
、
無
間
間
対
、
断
不
断
対
、
相
続
不
続
対
、

無
上
有
上
対
、
上
上
下
下
対
、
思
不
思
議
対
、
因
行
果
徳
対
、
自

　
　
二
〇
〇
頁

説
他
説
対
、
回
不
回
向
対
、
護
不
護
対
、
証
不
証
対
、
讃
不
讃
対
、
付

嘱
不
嘱
対
、
了
不
了
教
対
、
機
堪
不
堪
対
、
選
不
選
対
、
真
仮
対
、
仏

滅
不
滅
対
、
法
滅
利
不
利
対
、
自
力
他
力
対
、
有
願
無
願
対
、
摂
不
摂
対
、

入
定
聚
不
入
対
、
報
化
対
あ
り
。
こ
の
義
か
く
の
ご
と
し
。
し
か
る
に

本
願
一
乗
海
を
案
ず
る
に
、
円
融
、
満
足
、
極
促
、
無
碍
、
絶
対
不
二

の
教
な
り
。

●
「
他
力　
６
」　　
二
〇
六
頁

　
本
師
、
曇
鸞
は
、
梁
の
天
子
常
に
鸞
の
と
こ
ろ
に
向
こ
う
て
菩
薩
と
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

　
三
蔵
流
支
、
浄
教
を
授
け
し
か
ば
、　
　
仙
経
を
焚
焼
し
て
楽
邦
に
帰
し
た
ま
い
き
。

　
天
親
菩
薩
の
『
論
』、
註
解
し
て
、　
　
報
土
の
因
果
、
誓
願
に
顕
す
。

　
往
・
還
の
回
向
は
他
力
に
由
る
。
　
　
正
定
の
因
は
た
だ
信
心
な
り
。

　
惑
染
の
凡
夫
、
信
心
発
す
れ
ば
、　
　
生
死
即
涅
槃
な
り
と
証
知
せ
し
む
。

　
必
ず
無
量
光
明
土
に
至
れ
ば
、　
　
諸
有
の
衆
生
、
み
な
あ
ま
ね
く
化
す
と
い
え
り
。
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●
「
他
力　
７
」　　
二
三
六
頁

　
し
か
る
に
菩
提
心
に
つ
い
て
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
竪
、
二
つ
に
は
横

な
り
。
ま
た
竪
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
竪
超
、
二
つ
に

は
竪
出
な
り
。「
竪
超
」・「
竪
出
」
は
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
に
明
か

せ
り
。
歴
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛
心
、
菩
薩
の
大
心
な
り
。
ま
た

横
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
横
超
、
二
つ
に
は
横
出
な
り
。

　
　237
頁

「
横
出
」
は
、
正
雑
・
定
散
・
他
力
の
中
の
自
力
の
菩
提
心
な
り
。「
横

超
」
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
願
力
回
向
の
信
楽
、
こ
れ
を
「
願
作
仏
心
」
と

曰
う
。
願
作
仏
心
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
横
の
大
菩
提
心
な
り
。
こ
れ
を

「
横
超
の
金
剛
心
」
と
名
づ
く
る
な
り
。
横
竪
の
菩
提
心
、
そ
の
言
一

つ
に
し
て
そ
の
心
異
な
り
と
い
え
ど
も
、
入
真
を
正
要
と
す
、
真
心
を
根

本
と
す
、
邪
雑
を
錯
と
す
、
疑
情
を
失
と
す
る
な
り
。
欣
求
浄
刹
の
道
俗
、

深
く
信
不
具
足
の
金
言
を
了
知
し
、
永
く
聞
不
具
足
の
邪
心
を
離
る
べ
き

な
り
。

●
「
他
力　
８
」　　
三
三
一
頁

　
こ
こ
を
も
っ
て
『
経
』（
観
経
）
に
は
「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
言
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え
り
。「
清
浄
業
処
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
本
願
成
就
の
報
土
な
り
。

「
教
我
思
惟
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
方
便
な
り
。「
教
我
正
受
」
と
言

う
は
、
す
な
わ
ち
金
剛
の
真
心
な
り
。「
諦
観
彼
国
浄
業
成
者
」
と
言

　
　
三
三
二
頁

え
り
、
本
願
成
就
の
尽
十
方
無
碍
光
如
来
を
観
知
す
べ
し
と
な
り
。「
広

説
衆
譬
」
と
言
え
り
、
す
な
わ
ち
十
三
観
こ
れ
な
り
。「
汝
是
凡
夫
心
想

羸
劣
」
と
言
え
り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
悪
人
往
生
の
機
た
る
こ
と
を
彰
す
な

り
。「
諸
仏
如
来
有
異
方
便
」
と
言
え
り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
定
散
諸
善
は

方
便
の
教
た
る
こ
と
を
顕
す
な
り
。「
以
仏
力
故
見
彼
国
土
」
と
言
え
り
、

こ
れ
す
な
わ
ち
他
力
の
意
を
顕
す
な
り
。「
若
仏
滅
後
諸
衆
生
等
」
と
言

え
り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
未
来
の
衆
生
、
往
生
の
正
機
た
る
こ
と
を
顕
す
な

り
。「
若
有
合
者
名
為
麁
想
」
と
言
え
り
、
こ
れ
定
観
成
じ
が
た
き
こ

と
を
顕
す
な
り
。「
於
現
身
中
得
念
仏
三
昧
」
と
言
え
り
、
す
な
わ
ち
こ

れ
、
定
観
成
就
の
益
は
念
仏
三
昧
を
獲
る
を
も
っ
て
観
の
益
と
す
る
こ
と

を
顕
す
、
す
な
わ
ち
観
門
を
も
っ
て
方
便
の
教
と
せ
る
な
り
。

●
「
他
力　
９
」　　
三
四
一
頁

「
門
余
」
と
言
う
は
、「
門
」
は
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
、

「
余
」
は
す
な
わ
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。
　
お
お
よ
そ
一
代
の
教
に
つ
い
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て
、
こ
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を
「
聖
道
門
」
と
名
づ
く
、

「
難
行
道
」
と
云
え
り
。
こ
の
門
の
中
に
つ
い
て
、
大
小
、
漸
頓
、
一

乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
実
、
顕
密
、
竪
出
・
竪
超
あ
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ

自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
な
り
。
安
養
浄
刹
に
し
て

入
聖
証
果
す
る
を
「
浄
土
門
」
と
名
づ
く
、「
易
行
道
」
と
云
え
り
。
こ

の
門
の
中
に
つ
い
て
、
横
出
・
横
超
、
仮
・
真
、
漸
・
頓
、
助
・
正
・
雑

行
、
雑
修
・
専
修
あ
る
な
り
。「
正
」
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。「
助
」

と
は
名
号
を
除
き
て
已
外
の
五
種
こ
れ
な
り
。「
雑
行
」
と
は
正
助
を
除

き
て
已
外
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ
く
。
こ
れ
す
な
わ
ち
横
出
・
漸
教
、

定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
な
り
。「
横
超
」
と
は
、
本

願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
、
こ
れ
を
「
横
超
他
力
」
と
名
づ
く

　
　
三
四
二
頁

る
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
専
の
中
の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、

乗
の
中
の
一
乗
な
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
真
宗
な
り
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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『
教
行
信
証
』
か
ら
「
他
力
」
と
い
う
言
葉
を
抽
出
す
る
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遍
立
寺
衆
徒　
　
大
竹　
功

　
こ
の
『
教
行
信
証
』
か
ら
の
引
文
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
他
力
」
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
親
鸞
は
出
し
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
ん
が
た
め
で
あ
る
。
親
鸞
御
自
釈
の
「
他
力
」
と
引
文
で
の
「
他
力
」
と
根
本
的
な

違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
「
他
力
」
と
い
う
言
辞
の
背
景
に
、

『
仏
説
無
量
寿
経
』
が
あ
る
の
か
『
観
無
量
寿
経
』
あ
る
の
か
、
そ
の
こ
と
の
検
討
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

岩
波
仏
教
辞
典
に
よ
る
と
、「
他
力
」
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

　

 

他
力 （
自
力
：
じ
り
き
）
の
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
般
に
は
仏
・
菩
薩
に

　
よ
る
加
被
力
（
か
ぴ
り
き
）
加
護
を
さ
す
。
真
宗
で
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
は
た
ら
き

　
を
さ
し
、
信
心
を
得
る
こ
と
も
種
々
の
行
い
も
、
す
べ
て
仏
の
願
力
に
よ
る
と

　
す
る
。
他
人
の
力
と
解
す
る
の
は
誤
り
で
、
い
わ
ゆ
る
自
力
を
支
え
自
力
の
根

　
源
を
な
す
超
越
的
な
力
を
意
味
す
る
。
中
国
の
曇
鸞
（
ど
ん
ら
ん
）
は
『
往
生
論
註
』

　
の
中
で
、「
人
に
さ
と
り
を
求
め
さ
せ
る
力
も
、
さ
と
り
を
開
い
た
人
が
迷
っ
て

　
い
る
人
々
を
教
え
導
く
力
も
他
力
に
よ
る
」（
往
還
回
向
由
他
力
）
と
い
っ
て
い

　
る
。「
た
だ
ひ
と
す
じ
に
仏
の
本
願
を
信
じ
、
我
が
身
の
善
悪
を
か
へ
り
み
ず
、

　
決
定
往
生
せ
ん
と
思
ひ
申
す
を
他
力
の
念
仏
と
い
ふ
」〔
黒
谷
上
人
語
灯
録
１
２
〕。

　
↓
自
力
、
他
力
本
願
。
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と
出
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
「
他
力
」
と
い
う
こ
と
を
、
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
私
は
論
評
は

し
な
い
が
、
た
だ
、「
こ
の
程
度
か
」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
門
徒
に
お
い
て
は
信
用
に
足
る
辞
典
で
は

な
い
な
と
思
う
。

　
簡
単
に
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。「
他
力
」
と
い
う
こ
と
が
い
か
な
る
仏
教
上
の
「
法
」
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
な
の
か
。
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
し
な
け
れ
ば
、「
他
力
」
と
い
う
こ
と
が
我
田
引
水
の
妄
語
に
な
っ
て
い
く
だ

け
で
あ
る
。こ
の
責
任
は
、岩
波
書
店
に
係
る
仏
教
学
者
に
あ
る
の
で
は
な
い
。浄
土
真
宗
の
教
学
に
不
真
面
目
だ
っ
た
、

親
鸞
聖
人
の
教
え
よ
り
も
教
団
護
持
を
優
先
し
た
学
者
が
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
辞
典
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を

許
し
て
い
る
と
い
う
為て
い
た
ら
く体と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
せ
っ
か
く
浄
土
真
宗
の
学
者
が
江
戸
時
代
に
「
他
力
の
六
義
」
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
「
他
力
」
と
い
う
こ
と
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
を
ず
っ
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
い
や
に
な
る
ほ
ど
「
他
力
」「
本

願
」「
お
た
す
け
」
な
ど
を
教
団
の
専
門
用
語
で
使
っ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
実
誰
も
「
他
力
」
と
い
う
こ
と
を
自
ら
の

課
題
に
し
な
か
っ
た
。
ま
あ
、
そ
の
程
度
に
高
倉
教
学
で
あ
り
近
代
教
学
な
の
だ
。

　
他
力
に
つ
い
て
学
ぶ
者
は
も
は
や
出
て
こ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
微
か
な
希
望
を
持
っ
て
、
私
は
光
遠
院
慧
空

↓
香
草
院
釈
彰
敏
↓
雲
集
院
釈
正
元
と
伝
わ
っ
て
き
た
有
る
か
無
き
か
の
伝
灯
を
、
い
く
ば
く
か
の
資
料
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た
。
私
自
身
は
老
骨
が
き
し
み
始
め
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上
手
が
出
せ
な
い
。
こ
れ
ま
で

公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
な
ど
を
公
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
に
お
い
て
若
き
学
徒
で
「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
他
力
」
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
人
物
が
出
る
こ
と
を
冀
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
以　
上

　
　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
九
月
一
五
日　
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